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福岡に来て 3年目
一情けと自然が豊かな福間教育大学一
金泰泳
(福岡教育大学助教授)
この 4月で，福岡教育大学(福教大)に赴任して 3年目になり ます。 20年聞大阪で生活して，住
み慣れたその大阪を離れ福岡へ。最初の 1年目は土地の雰囲気に慣れるのにやはり少し苦労しまし
た。
福岡教育大学は宗像市にあります。福岡市博多と北九州市小倉のちょうどまんなかあたりに位置
しています。それぞれの町に出るのに 40分から 50分かかります。
私は福岡教育大学で同和教育，人権教育を担当しています。福岡も大阪と同様に同和教育，人権
教育に熱心な県です。私は教育学部・学校教育講座教育学教室というところに所属しています。と
同時に附属教育実践総合センター同和教育研究部門に兼任教官として所属しています。この両方の
場を舞台に教育研究活動をしています。
これからの大学に強くもとめられていることの一つに「地域連携」ということがあると思います。
そしてこの「地域連携j は同和教育がこれまで築いてきた大きな財産の一つだと思います。
昨年度から，実践総合センターでは，地元宗像市で人権・同和教育を推進しておられる教員や市
民の集まり， N PO r宗像・人権と共生の会j との共催で，教育公関連続講座を実施しています。
年4回，実践総合センターの教官が講師となり，昨年度は， r文章読解と学カJr人はなぜ偏見を持
つのか?J rし、じめ問題を読み解く Jrセルフ・エスティームと学力Jの内容で実施しました。これ
らのテーマは現職教員の方々の要望を聞いて選定したテーマで、あり， r先生方のニーズにこたえるも
のJそして rw聞いて帰る』という一方通行的なものではなく，対話的・実践的な内容のものj とい
うことを念頭に置いて企画しました。ですので，人数は 20名程度と少なくおさえ，時間帯も夜間に
実施しました。ディスカッションの時間も多く確保し，毎回，各テーマについて，熱心な議論が展
開されました。また，この講座は宗像市，そして市教育委員会の仕事に携わっておられる方々の研
修の場としても活用されています。そして今年度は，この講座を発展させて，附属教育実践総合セ
ンターと学校教育講座教育学教室，そして九州大学教育学部，三者のコラボレーションとして実施
します。
福教大では毎年，実践総合センター主催で人権・同和教育に関するシンポジウムを開催していま
す。昨年度は， r日本における教育の国際化一文化的共生の場としての学校一j というテーマで¥い
わゆるニューカマーの外国人の子どもたちの教育問題に携わっておられる九州大学の吉谷武志先生，
九州朝鮮高級学校校長の金光正先生，公立学校における在日コリアンの教育に関わってこられた田
川市立中学校の大山英則先生，そして在日外国人の子どもの教育的権利問題に関わっておられる弁
護士の李博盛先生に問題提起をしていただき議論をおこないました。
また今年度は， r人権と教育Jとしづ公開講座を実施します。年 5日， 1日につき 90分講座を 2
コマという形で実施します。講師は福教大の教員がつとめ， r同和教育と人権教育Jrジェンダーと
教育Jr民族・文化と教育Jr開発教育の理論と実践Jr障害児教育におけるインクルージョンJrし、
わゆる高齢者虐待問題についてJr教師と子どもの関係性Jrいじめ・不登校問題Jrセルフ・エステ
ィームに配慮、した少人数授業づくりJr参加型学習をし、かに有効におこなうかJといったテーマでお
こないます。
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今，学校で強く求められていることの一つに「教師の指導力・実践カJがあります。この講座も
やはり，単に「開いて帰るjだけの一方通行的なものではなく，対話的・実践的な場としていきた
いと考えています。そのためやはり人数は20名から 30名にしぼって実施します。
この講座は福岡県教育センターとの共催事業で，受講生の募集は現職教員の募集を県教育センタ
ーが，そして市民の募集を福教大と，役割分担をしておこなっています。 4月 24日時点ですでに定
員を超える応募があり，アクティブな議論が期待されています。
また，福岡県教育センターとの共同研究プロジェクト， rセルフ・エスティームを高め学力の向上
をはかる少人数授業の研究j も昨年度からおこなっています。これは 3年計画で実施しているもの
で，県下の研究協力校に出向き，授業を参観・収録をさせていただき，それを分析して，より効果
的な少人数授業実践のモデルを提供することを目的としています。
福教大における人権・同和教育研究啓発活動は，これらにとどまりません。私は人権教育推進委
員会の委員をさせていただいており，この委員会を通しでも教育啓発活動をおこなっています。人
権教育推進委員会でも年2回，人権問題講演会を実施しています。 2001年度7月丹は林カさん(元
九州産業大学教授)をお招きして， r“らい者"の息子としてJというテーマで，同年 12月には千葉
県から「すこたん企画jの伊藤悟さん，高橋タイガさんをお招きして， r人権としての同性愛を子ど
もたちにどう伝えるか?J というテーマで，また， 2002年度 7月には，三重県大山田中学校教諭の
松村智広さんをお招きして， rムラで、生まれ育った教師が語る同和教育Jというテーマで，そして，
同年 12月には部落解放同盟宗像地区協議会書記長・永嶋政勝さんをお招きして， r同和問題は終わ
ったとお?一宗像地区における差別事象の実状から-Jのテーマで、講演と差別事象の報告をしてい
ただきました。どの講演も 250人収容の大教室がいっぱいになる盛況ぶりで，たいへん熱気あふれ
る人権問題講演会になりました。
また，これからの大学のもう一つの課題として「国際交流Jということがあると思います。私が
福岡に来てよかったなと思うことの一つに韓国が近いということがあります。福岡空港から釜山ま
では 40分，また海の交通路では博多港から釜山港まで3時間で行ける高速艇が出ています。そのた
めこちらに来て韓国に行く機会が増えました。
福岡教育大学は釜山教育大学と交流協定を結んでいます。これまでも地道な交流が続けられてき
ましたが，福教大は，今後この交流をより発展させていきたいと考えています。その一環として私
も4月28日から 30日にかけて， r日韓におけるいじめ・不登校問題の実状と教育支援」というテー
マのシンポジウムに参加し，日本の現状そして福岡市内の学校における支援の実状について報告を
しました。今後， 6月には教科教育の，そして9月には f障害児J教育の交流が予定されています。
そして， 11月には，釜山教育大の先生や学生を招いての「国際交流セミナーJの実施を予定してい
ます。10日間ほどの時間をかけ，両校の教員と学生による密度の濃い交流が期待されています。
ーと，いろいろなプロジェクトがあり忙しい毎日ですが，どれもやりがいのある事業なので張
り合いがあります。くり返しになりますが，これからの大学は f地域連携・貢献Jと「国際交流J
が大きな課題であるとおもいます。これらの課題の面で，役に立つ仕事がで、きればいいなと考えて
います。
九州はお酒がおいしいです。九州の酒文化はやはり焼酎文化です。酒屋さんに行くと，たくさん
の銘柄の焼酎がならんでいます。しかし，それにくらべて，ならべられている日本酒の銘柄は少な
いです。おいしい焼酎がたくさんあります。みなさんもよろしければ福岡にお越しを。おいしいお
酒と， そして自然と情け豊かな福岡へ。
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